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『
は
じ
め
に

す
ぐ
れ
て
流
動
的
な
中
世
後
期
の
社
会
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
し
て
国

人
領
主
の
動
き
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
領
主
対
農
民
の
階
級
的
対
立

の
接
点
と
し
て
、
国
人
領
主
層
の
存
在
を
と
ら
え
て
い
る
か
ら
と
言
え
よ

う
。
そ
れ
故
に
わ
れ
わ
れ
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
を
持
っ
て
お
ｊ
０

つ
と
に
、
永
原
慶
二
氏
や
田
端
泰
子
氏
ら
に
よ
る
集
約
が
な
さ
れ
て
い
る
。

特
に
黒
川
直
則
氏
は
、
当
時
の
「
国
人
」
と
い
う
言
葉
が
「
荘
内
の
有
力

名
主
・
地
侍
層
と
、
鎌
倉
以
来
の
地
頭
に
系
譜
を
も
つ
も
の
の
両
者
を
含
ん

で
い
る
」
と
し
、
前
者
を
土
豪
（
土
豪
的
名
主
）
と
呼
び
、
鎌
倉
以
降
の
地

頭
の
系
譜
に
連
な
る
領
主
と
し
て
の
性
格
を
有
す
る
者
を
国
人
領
主
と
規
定

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
の
区
別
を
直
接
経
営
の
有
無
と
、
村
落
共

同
体
に
よ
る
規
制
の
さ
れ
方
の
相
違
を
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
見
な
し
て

（
２
）

い
る
の
で
あ
る
。

黒
川
氏
は
従
来
通
説
と
さ
れ
て
き
た
守
護
領
国
制
の
理
解
に
対
す
る
批
判

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開

と
し
て
、
そ
れ
が
戦
国
大
名
に
通
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
地
頭
の
系
譜
を
有

す
る
国
人
層
の
領
主
制
を
究
明
す
る
こ
と
が
、
室
町
－
－
戦
国
期
の
主
要
な

鍵
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
前
提
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
国
人
層
に
よ
る
土
豪
層
の
組
織
化

と
、
村
落
共
同
体
と
の
対
決
の
中
で
、
国
人
層
が
当
然
に
持
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
階
級
的
矛
盾
を
解
明
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
る
。
け
だ
し
、
熊
谷
、
毛

利
、
小
早
川
と
い
っ
た
安
芸
地
方
の
国
人
を
、
専
ら
念
頭
に
置
い
て
論
を
進

め
て
い
る
と
付
記
さ
れ
る
。

こ
の
小
論
で
は
東
国
の
中
で
も
辺
境
地
域
に
属
す
る
奥
武
蔵
地
方
に
焦
点

を
合
わ
せ
こ
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
ふ
た
い
と
思
う
。

室
町
時
代
の
全
時
期
に
亘
り
、
京
都
室
町
の
幕
府
と
関
東
管
領
と
の
対
立

は
、
単
な
る
政
争
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
奥
武
蔵
に
位
置
す
る
谷
戸
集
落
を

も
渦
中
に
投
じ
て
い
っ
た
。
と
く
に
、
関
東
管
領
と
執
事
上
杉
氏
と
の
相
剋

（
３
）

は
、
幕
府
権
力
そ
の
も
の
を
め
ぐ
っ
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
た
め
に
も
在
地
に

（
４
）

お
け
る
国
人
層
や
農
民
層
の
動
き
は
特
に
注
目
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一ハーーー

段
木
一
行
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法
政
史
学
第
二
十
二
号

武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
庄
内
に
本
貫
を
置
く
平
山
氏
を
中
心
に
在
地
の
中

小
領
主
層
は
、
い
わ
ゆ
る
武
州
南
一
撲
衆
を
結
成
し
て
、
武
蔵
国
守
護
代
大

石
氏
や
下
野
国
の
守
護
代
長
尾
氏
ら
上
杉
氏
の
家
臣
と
、
時
に
は
鋭
く
対
立

し
、
時
に
は
共
同
の
敵
と
対
決
す
る
た
め
に
そ
の
陣
営
に
加
わ
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
よ
う
な
不
安
定
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
。

平
山
氏
を
中
心
と
す
る
武
州
南
一
撲
衆
は
、
郷
村
単
位
に
蟠
居
す
る
中
小

国
人
層
及
び
土
豪
層
で
あ
り
、
一
摸
を
結
成
し
な
が
ら
外
部
か
ら
の
侵
略
を

防
止
し
、
か
つ
在
地
農
民
の
動
揺
と
反
抗
を
阻
止
し
、
弾
圧
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

応
永
年
間
（
一
三
九
四
’
一
四
二
八
）
に
お
い
て
、
平
山
氏
が
甲
州
勢
の

侵
略
と
、
在
地
農
民
の
反
乱
を
抑
圧
す
る
の
に
、
南
一
撲
衆
と
と
も
に
、
こ

れ
ら
を
壊
滅
し
得
た
事
実
は
、
少
く
と
も
上
層
農
民
の
軍
事
的
糾
合
に
あ
る

程
度
成
功
し
て
い
た
こ
と
を
も
否
定
で
き
な
い
。

平
山
氏
は
平
家
物
語
に
登
場
し
た
著
名
な
平
山
武
者
所
季
重
を
祖
と
し
、

武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
庄
平
山
郷
を
本
貫
地
と
す
る
開
発
領
主
で
、
武
蔵
七

党
日
奉
氏
の
庶
流
に
属
す
る
。

そ
し
て
、
建
暦
三
年
（
一
二
一
三
）
五
月
の
和
田
の
乱
に
お
い
て
、
平
山

（
５
）

氏
は
和
田
、
横
山
氏
に
加
担
し
た
が
、
恐
ら
く
船
木
田
庄
下
司
職
を
有
す
る

御
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
南
北

朝
内
乱
期
よ
り
室
町
中
期
に
か
け
て
、
船
木
田
庄
領
家
職
を
こ
と
ご
と
く
対

（
６
）

拝
し
得
た
事
実
は
、
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
地
を
中

心
に
領
主
権
を
展
開
し
て
い
た
と
考
え
て
も
誤
り
で
は
あ
る
ま
い
。
（
７
）

武
州
南
一
撲
衆
は
守
護
代
大
石
氏
と
の
不
安
定
な
結
び
付
き
の
中
で
、
国

人
領
主
制
展
開
の
動
き
を
見
せ
る
。

六
四

こ
の
小
論
で
は
こ
れ
ら
国
人
領
主
層
が
庄
園
体
制
と
の
対
決
を
鮮
明
に
し

つ
つ
領
主
権
を
形
成
し
て
い
く
と
と
も
に
、
農
民
層
支
配
を
強
化
し
て
い
く

過
程
を
、
わ
ず
か
な
史
料
を
通
し
て
検
討
し
て
行
き
た
い
と
思
う
。

註（
１
）
永
原
慶
二
氏
「
守
護
領
国
制
の
展
開
」
（
「
日
本
封
建
制
成
立
過

程
の
研
究
」
所
収
）

田
端
泰
子
氏
「
中
世
後
期
畿
内
土
豪
の
存
在
形
態
」
（
日
本
史
研

究
八
二
号
所
収
）

（
２
）
黒
田
直
則
氏
「
中
世
後
期
の
領
主
制
」
（
日
本
史
研
究
六
八
号
）

、
五
五
頁

（
３
）
永
原
慶
二
氏
「
東
国
に
お
け
る
惣
領
制
の
解
体
過
程
」
（
「
日
本

封
建
制
成
立
過
程
の
研
究
」
所
収
）

（
４
）
こ
の
問
題
を
と
り
上
げ
た
も
の
に
、
峰
岸
純
夫
氏
「
室
町
時
代
東

国
に
お
け
る
領
主
制
の
存
在
形
態
」
（
「
史
学
」
第
一
一
一
四
巻
第
三

・
四
号
所
収
）
そ
の
他
す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
る
。

（
５
）
吾
妻
鏡
建
暦
三
年
五
月
六
日
条
に
、
和
田
の
乱
に
て
討
死
し
た
横

山
人
灸
の
う
ち
、
平
山
次
郎
、
同
小
次
郎
の
二
人
の
名
が
見
え

る
。

（
６
）
室
町
幕
府
奉
行
人
奉
書
案

東
福
寺
雑
掌
有
本
申
、
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
庄
領
家
職
年
貴

之
亭
、
多
年
知
行
無
相
違
之
処
、
髪
当
国
諸
公
事
五
ヶ
年
間
、
号

御
免
、
平
山
参
河
入
道
彼
年
貢
銭
対
桿
云
云
、
太
以
不
可
然
、
所

詮
不
可
被
准
自
余
公
事
上
者
、
止
平
山
違
乱
、
可
被
全
寺
務
之
由

也
、
価
執
達
如
件
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こ
の
こ
と
を
今
少
し
具
体
的
に
検
討
し
て
見
る
と
多
摩
川
の
支
流
浅
川
は

ほ
と
ん
ど
真
西
に
向
っ
て
伸
び
、
豊
田
村
を
貫
流
し
、
現
在
の
平
山
城
跡
公

園
の
北
側
を
大
き
く
迂
回
し
て
、
八
王
子
市
の
北
半
部
を
蛇
行
し
な
が
ら
さ

か
の
ぼ
る
。
中
野
郷
を
経
て
横
川
郷
で
北
浅
川
と
南
浅
川
に
分
か
れ
、
北
浅

川
は
さ
ら
に
細
く
な
り
な
が
ら
中
野
郷
と
梅
坪
村
に
貫
入
す
る
。
南
浅
川
は

長
房
郷
を
遡
り
、
由
比
（
野
）
郷
の
ふ
と
こ
ろ
深
く
侵
透
し
て
い
く
の
で
あ

る
。建
長
二
年
（
一
二
五
○
）
十
一
月
、
摂
関
家
領
船
木
田
庄
は
中
分
さ
れ
本

（
９
）

庄
と
新
庄
に
分
断
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
前
摂
政
一
条
実
経
に
は
新
庄
が
譲

与
さ
れ
、
右
大
臣
九
条
忠
家
に
に
本
庄
が
分
与
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
中

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
船
木
田
庄
域
は
、

（
８
）

現
在
の
東
京
都
八
王
子
市
及
び
日
野
市
に
広
が
っ
て
い
た
。

応
永
廿
六
年
三
月
六
日

治
部
丞
（
花
押
）

長
尾
を
張
入
道
殿

左
衛
門
（
花
押
）

（
東
福
寺
文
書
）

（
７
）
杉
山
博
氏
「
守
謹
領
国
制
の
展
開
」
（
岩
波
「
日
本
歴
史
」
中
世

３
所
収
）

二
、
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
庄

平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
摂
関
家
領
で
あ
っ
た
武
蔵
国
多
西
郡

船
木
田
庄
は
、
南
北
朝
期
に
は
東
福
寺
に
寄
進
さ
れ
た
。
こ
の
船
木
田
圧
の

中
に
由
比
（
野
）
郷
と
平
山
郷
が
含
ま
れ
て
い
る
。

東
福
寺
領
と
な
っ
た
船
木
田
庄
に
関
し
、
数
通
の
年
貢
散
用
状
が
あ
る

が
、
こ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
郷
村
の
位
置
は
現
在
で
も
、
あ
る
程
度
ま
で

第１表船木田庄内郷村別年貢高

分
は
領
家
職
の
相
続
の
分
割
で
あ
っ
て
本
質
的
な
変
化
で
は
な
い
が
、
在
地

に
お
け
る
影
響
は
た
だ
庄
域
を
機
械
的
に
分
割
す
る
と
か
、
耕
作
地
を
そ
れ

ぞ
れ
に
中
分
す
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

ま
ず
、
第
１
表
は
本
庄
及
び
新
庄
の
分
割
の
状
況
を
集
落
ご
と
に
明
ら
か

に
し
よ
う
と
し
て
作
製
し
て
ゑ
た
。
こ
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
郷
村
を
単

位
に
分
割
す
る
こ
と
な
く
、
同
じ
集
落
に
本
庄
分
の
耕
地
と
新
庄
分
の
耕
地

が
相
互
に
錯
綜
し
合
っ
て
存
在
し
て
は
い
る
が
、
新
庄
分
と
本
庄
分
と
が
同

額
に
中
分
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
領
家
が
東
国
に
お
け
る
い
わ
ば
遠

隔
地
庄
園
に
対
し
て
、
相
当
の
知
識
と
支
配
権
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
知
識
と
在
地
支
配
の
具
体
的
な
原
因
に
つ
い
て
は
後
述
す
る

が
、
領
家
側
は
庄
務
面
に
下
級
貴
族
を
起
用
し
た
り
、
船
木
田
庄
が
地
頭
請

郷村名｜本庄分｜新庄分

計
一
貫
卯舟文|舟文平山郷

豊田村 ６ 5.700111.70Ｃ

中野郷 8,30Ｃ５ 3.300

由比野郷 500 3.500 ４

青木村 2.100 700 2.80Ｃ

梅坪村 700１ 1.70Ｃ

大谷村 ３ ３

大塚郷 ３ ３

南河口郷 ２ ２

六
五

北河口郷 ２ ２

横河郷 1.50Ｃ1.500

長房郷 １ １

下堀村 １１

谷慈村 50Ｃ500

由木郷 7.700 7.70Ｃ

木切沢村 2.700 2.70Ｃ

合計 38.600134,300172,900
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所
に
な
っ
て
い
る
状
況
の
中
で
も
京
都
か
ら
代
官
を
下
向
さ
せ
て
い
る
か
ら

（
、
）

で
あ
ろ
う
と
思
う
。

し
か
し
、
一
方
に
お
い
て
こ
の
谷
戸
集
落
共
同
体
を
十
分
考
慮
し
た
と
は

言
い
得
な
い
中
分
の
方
法
は
庄
園
の
支
配
体
制
を
崩
壊
さ
せ
る
根
本
的
な
原

因
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
き
く
見
て
船
木
田
庄
は
東
は
多
摩
川
の
本
流
に
区
切
ら
れ
、
北
は
そ
の

支
流
秋
川
に
、
南
は
乞
田
川
を
堺
に
し
、
西
は
奥
多
摩
の
山
麓
に
終
っ
て
い

ろ
。
こ
の
地
域
は
現
在
で
も
優
秀
な
耕
地
が
少
な
く
、
多
摩
川
の
支
流
及
び

さ
ら
に
そ
れ
ら
の
細
流
や
、
自
然
の
湧
水
に
多
く
を
依
存
し
て
お
り
、
小
規

模
な
谷
戸
集
落
が
船
木
田
庄
を
形
成
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

湧
水
及
び
小
規
模
河
川
を
核
に
し
た
集
落
は
、
も
ち
ろ
ん
田
地
を
中
心
地

（
、
）

と
し
て
、
こ
れ
に
続
く
や
や
平
坦
部
分
は
「
桑
」
が
多
く
、
戦
国
末
期
か
ら

（
辺
）

は
綿
作
地
域
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

谷
戸
田
が
中
世
に
お
け
る
主
要
な
耕
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
永
原

慶
二
氏
そ
の
他
の
諸
先
学
に
よ
っ
て
九
州
南
部
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
過
）

が
、
武
歳
国
に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
を
一
不
め
し
て
い
る
と
考
膣
え
ら
れ
る
。

船
木
田
庄
を
構
成
す
る
中
世
の
郷
村
が
本
流
多
摩
川
を
避
け
て
、
そ
の
支

流
と
湧
水
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
、
中
世
に
お
け
る
特
色
に
な
っ
て
お

り
、
近
世
に
入
っ
て
多
摩
川
の
東
に
拡
が
る
広
大
な
原
野
武
蔵
野
が
新
田
関

（
皿
）

発
の
対
象
に
な
っ
て
来
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
中
世
に
お
い
て

も
ま
っ
た
く
武
蔵
野
が
開
発
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
き
わ

め
て
意
欲
的
な
努
力
が
そ
そ
が
れ
て
い
た
事
実
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

（
狙
〕

い
。註

法
政
史
学
第
二
十
二
号

一ハーハ

（
８
）
八
王
子
市
史
下
巻
第
三
編

（
９
）
沙
弥
行
恵
藤
原
道
家
家
領
処
分
状
（
東
福
寺
文
書
）

（
、
）
奥
野
高
広
博
士
は
、
地
頭
請
所
に
な
る
と
「
領
家
の
代
理
人
は
、

そ
の
荘
園
か
ら
撤
退
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
領
家
の
勢
力
は

大
き
く
後
退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
武
蔵
国
船
木
田
庄
も

地
頭
請
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
」
（
「
武
蔵
国
の
一
摸
と
後
北
条

氏
」
府
中
市
史
史
料
集
五
七
八
頁
）
と
し
、
地
頭
請
所
に
な
っ

て
い
る
船
木
田
庄
か
ら
も
領
家
の
代
理
人
が
撤
退
し
て
い
る
と
理

解
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
、
船
木
田
庄
は
、
す
で
に
建
長
二
年
十
一
月
の
「
沙
弥

行
恵
家
領
処
分
状
に
お
い
て
地
頭
請
所
に
な
っ
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
延
慶
二
年
（
一
一
一
一
○
九
）
十
一
月
八
日
の
「
報
恩
院
殿

備
忘
条
交
家
領
奉
行
人
犬
他
」
（
九
条
家
家
領
文
書
）
に
は
家
領

奉
行
人
と
し
て
、
前
中
納
言
二
条
頼
藤
卿
に
村
田
圧
、
船
木
田

庄
、
新
田
庄
の
庄
務
を
執
行
さ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
貞
治
二
年

（
一
一
一
一
六
一
一
一
）
十
一
一
月
十
九
日
に
作
製
さ
れ
た
「
船
木
田
庄
年
貢

散
用
状
」
に
は
「
在
国
間
雑
事
時
料
」
と
あ
り
、
下
向
代
官
の
存

在
を
裏
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
下
向
代
官
が
二
条
頼
藤
で

あ
る
か
ど
う
か
は
詳
か
で
は
な
い
。

（
ｕ
）
欠
年
文
書
「
光
明
峯
寺
殿
初
年
惣
処
分
状
断
簡
」
に
「
年
貢
例
布

五
百
段
」
と
あ
り
、
絹
が
当
庄
に
お
い
て
重
要
な
産
物
で
あ
っ
た

こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
（
九
条
家
家
領
文
書
）

（
⑫
）
慶
長
三
年
十
一
一
月
五
日
「
武
州
多
西
郡
小
宮
領
草
花
郷
地
詰
帳
」

（
田
）
永
原
慶
二
氏
「
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
制
Ｉ
ｌ
小
村
Ⅱ
散
居
型
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三
、
国
人
領
主
と
し
て
の
平
山
氏

平
山
氏
が
本
貫
地
と
し
た
地
域
は
武
蔵
国
多
西
郡
平
山
郷
及
び
そ
の
周
辺

で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
言
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
平
山
郷
は
中
世
に

あ
っ
て
は
東
福
寺
領
船
木
田
本
・
新
庄
に
含
ま
れ
て
い
た
。

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

村
落
の
場
合
ｌ
」
（
「
中
世
の
社
会
と
経
済
」
所
収
）

（
ｕ
）
木
村
礎
氏
「
近
世
の
新
田
村
」

（
巧
）
例
え
ば
、
西
多
摩
郡
羽
村
町
五
ノ
神
部
落
に
形
成
さ
れ
た
中
世
村

落
（
板
碑
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
る
）
は
「
ま
い
ま
い
ず
井
戸
」
を

中
心
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
掘
抜
き
井
戸
の
技
術
が
未
熟

だ
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
、
ま
い
ま
い
の
形
態
を
と
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
こ
の
井
戸
は
現
在
に
お
い
て
も
部
落
共
有
で
あ
り
、
隣

接
す
る
五
ノ
神
神
社
と
と
も
に
集
落
の
中
核
を
な
す
も
の
で
あ

る
。五
ノ
神
部
落
は
多
摩
川
の
水
を
直
接
用
い
る
と
い
う
方
法
を
避

け
、
そ
の
水
位
ま
で
掘
下
げ
て
井
戸
の
水
を
利
用
す
る
と
い
う
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
多
摩
川
の
東
側
と
言
え
ど
も
、
若
干
見
ら
れ
る
支

流
に
は
小
規
模
な
集
落
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
お

り
、
武
蔵
野
台
地
の
切
れ
る
舌
状
台
地
に
挾
ま
れ
た
水
利
条
件
の

よ
い
場
所
に
は
、
は
や
く
か
ら
集
落
は
発
達
し
て
い
る
。

た
だ
、
こ
こ
で
は
多
摩
川
の
東
側
に
広
が
る
扇
状
地
の
大
部
分

を
な
す
平
坦
部
を
対
象
に
し
た
新
田
開
発
は
近
世
を
待
っ
て
大
規

模
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

船
木
田
庄
に
つ
い
て
は
杉
山
博
氏
の
「
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
庄
に
つ
い

（
咽
）

て
」
が
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
が
、
現
地
に
散
見
さ
れ
る
断
片
的
な
史
料
を
加

味
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
木
田
庄
と
平
山
氏
と
の
関
係
が
、
あ
る
程
度
ま

で
解
明
し
得
る
。

（
Ⅳ
）

現
地
史
料
の
中
に
は
白
山
神
社
経
塚
出
土
文
書
「
如
法
経
奥
書
」
の
よ
う

に
、
平
安
時
代
の
仁
平
四
年
（
二
五
四
）
五
月
の
年
記
を
有
す
る
も
の
も

含
ま
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
中
世
後
期
に
集
中
し
て
い
る
。

杉
山
氏
は
船
木
田
庄
の
伝
領
、
南
北
朝
期
の
状
況
及
び
そ
の
消
滅
に
つ
い

て
論
究
さ
れ
、
き
わ
め
て
示
唆
に
富
む
論
文
を
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
平

山
氏
と
船
木
田
庄
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
み
論
じ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

一
九
五
九
年
の
歴
研
大
会
の
中
世
史
部
会
で
、
平
安
末
期
の
領
主
制
を
論

（
囮
〕

じ
た
内
田
実
氏
は
、
私
領
主
の
例
に
千
葉
氏
を
あ
げ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
安

田
元
久
氏
は
む
し
ろ
「
東
国
の
武
蔵
七
党
や
、
相
模
の
渋
谷
氏
の
よ
う
な
中

（
四
〕

堅
層
の
場
合
を
例
と
す
べ
き
で
」
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
、

す
な
わ
ち
、
領
主
制
研
究
の
焦
点
に
な
り
得
る
中
堅
領
主
層
と
し
て
武
蔵

七
党
を
あ
げ
た
理
由
は
と
に
か
く
、
こ
れ
ら
領
主
層
は
せ
い
ぜ
い
数
郷
村
に

散
在
所
領
を
有
す
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
て
、
十
二
世
紀
の
諸
内
乱
に
お
い

て
、
一
騎
早
駈
け
す
る
武
者
で
し
か
な
か
っ
た
。

武
蔵
国
に
お
い
て
は
下
総
千
篠
涌
の
ご
と
き
比
較
的
強
大
な
領
主
権
を
確

立
せ
し
め
た
武
士
は
見
当
ら
な
い
。
平
山
氏
も
横
山
氏
も
と
も
に
中
堅
領
主

層
の
典
型
と
し
て
現
わ
れ
て
い
る
。

船
木
田
新
庄
が
東
福
寺
に
寄
進
さ
れ
た
の
が
建
武
元
年
（
一
三
一
一
一
四
）
で

あ
り
、
本
庄
も
ま
た
至
徳
二
年
（
一
三
八
五
）
に
は
東
福
寺
領
に
な
っ
て
い

〔
皿
〕

る
。
し
か
る
に
、
当
庄
の
地
頭
及
び
下
司
代
官
は
き
わ
め
て
不
鮮
明
と
い
わ

六
七
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す
な
わ
ち
、
摂
関
家
は
下
級
公
家
前
中
納
言
二
条
頼
藤
に
庄
務
を
と
ら
せ

て
お
り
、
具
体
的
に
は
村
田
庄
、
船
木
田
庄
及
び
新
田
圧
の
三
庄
園
の
事
務

を
分
担
さ
せ
、
在
地
支
配
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

船
木
田
庄
は
注
記
し
て
あ
る
よ
う
に
地
頭
請
所
で
あ
っ
た
。
年
代
は
詳
か

（
電
）

で
は
な
い
が
、
や
は
り
下
級
公
家
資
親
が
庄
務
を
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

庄
園
支
配
の
新
し
い
方
策
と
し
て
実
務
面
に
下
級
貴
族
の
起
用
が
見
ら
れ

る
。鎌
倉
時
代
を
通
し
て
御
分
国
で
あ
る
武
蔵
国
に
所
在
す
る
庄
園
支
配
は
、

た
だ
無
策
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
の
で
は
な
く
、
実
務
的
下
級
公
家
の
起

用
と
い
う
形
で
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
実
務
的
下
級
公
家
の
下
に
地
下
代
官
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
実
務
公
家
が
直
接
下
向
し
て
来
た
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
も
、
延
文
六
年
（
一
三
六
一
）
の
年
貢
散
用
状
に
見
ら
れ
る
「
在
国
間

雑
事
時
料
」
と
か
、
貞
治
元
年
（
一
一
一
一
六
二
）
の
同
じ
く
散
用
状
の
記
事
「
在

国
雑
事
」
な
ど
か
ら
、
京
都
よ
り
代
官
が
年
貢
収
受
の
時
期
だ
け
在
地
に
下

向
し
て
来
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
期
間
が
ど
の
程

法
政
史
学
第
二
十
二
号

ざ
る
を
得
な
い
。

延
慶
二
年
（
一
三
○
九
）
十
一
月
八
日
の
「
報
恩
院
殿
備
忘
条
犬
、
家
領

（
麺
）

奉
行
人
を
他
」
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

家
領
奉
行
人
戈

三
条
前
中
納
言
頼
藤
卿

村
田
庄
船
木
田
庄
馳
噸
新
田
庄
駆
錘
両
砺
蝋
鮒

六
八

度
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
常
に
京
上
年
貢
額
を
は
る
か

に
上
廻
る
こ
と
は
、
そ
の
任
務
が
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
ろ

う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

恐
ら
く
下
向
代
官
は
在
地
に
い
る
間
、
地
下
代
官
を
使
っ
て
任
務
を
果
し

た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
地
下
代
官
と
は
ど
の
よ
う
な
者
か
史
料
に

は
現
わ
れ
て
来
な
い
。
た
だ
、
応
永
年
間
に
船
木
田
庄
の
全
年
貢
を
対
押
し

得
る
よ
う
な
在
地
武
士
、
す
な
わ
ち
平
山
参
河
入
道
が
い
た
こ
と
は
、
平
山

氏
が
単
に
平
山
郷
の
領
主
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
船
木
田
庄
全
域
の
地

下
代
官
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
出
来
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
山
氏
が

地
下
代
官
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
国
人
層
を
形
成
す
る
郷
地
頭
の
系
譜
に
あ

る
土
豪
ら
を
叫
合
し
得
る
し
、
は
じ
め
て
武
州
南
一
撲
衆
を
結
成
し
得
る
の

で
あ
る
。

次
に
船
木
田
庄
内
の
地
頭
に
つ
い
て
考
察
し
て
見
た
い
。
前
述
し
た
よ
う

（
別
）

に
当
庄
は
地
頭
の
請
所
に
な
っ
て
い
る
。
鳥
栖
観
幸
臼
蔵
鐘
銘
は
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

船
木
田
新
庄
北
河
口
郷
に
は
元
応
二
年
（
一
三
一
一
○
）
に
地
頭
（
河
口
）

信
阿
が
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
じ
く
由
比
郷
に
は
堀
内
と
称
す
る
地
名
が
あ
る
。

（
木
田
）

武
州
船
［
Ⅱ
Ｕ
新
庄
、
北
河
口
郷
鳥
栖
寺
鳴
鐘
、
一
元
応
二
庚
申
十
一
月
什
日
、

（
河
口
力
）

大
壇
那
地
頭
ｎ
Ⅱ
ｕ
信
阿
、
大
勧
進
阿
闇
梨
□
賢

（
堀
）

正
応
六
年
三
月
五
日
、
於
武
州
船
木
田
庄
内
由
井
□
内
郷
御
堂
書
写
了
、
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堀
内
は
地
頭
が
所
有
す
る
区
域
で
、
領
家
の
検
見
を
も
拒
否
し
得
る
地
頭

〔
配
）

権
の
強
い
性
質
を
有
す
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
由
比
郷
を
本
貫
地
と
す
る
由
比
氏
と
、
か
っ
て
鎮
西
奉
行
を
務
め
た

天
野
遠
景
の
流
れ
を
汲
む
天
野
氏
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
奥
野
高
広

（
”
）

氏
が
考
証
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
正
和
二
年
（
一
三
一
一
一
一
）
五
月
二
日
の
北

条
熈
時
下
知
状
は
天
野
肥
後
三
郎
左
衛
門
尉
顕
茂
と
同
次
郎
左
衛
門
尉
景
広

が
、
亡
父
新
左
衛
門
入
道
観
景
の
遺
領
武
蔵
国
由
比
本
郷
、
遠
江
国
奥
山
郷

避
前
村
及
び
美
濃
国
柿
御
園
を
め
ぐ
っ
て
所
領
争
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
見

ら
れ
る
。

天
野
肥
後
三
郎
左
衛
門
尉
顕
茂
与
同
次
郎
左
衛
門
尉
景
広
相
論
亡
父
新

左
衛
門
入
道
観
景
遺
領
武
蔵
国
由
比
本
郷
・
遠
江
国
奥
山
郷
避
前
村
・

美
濃
国
柿
御
園
等
事
、

右
、
就
訴
陳
状
、
欲
有
其
沙
汰
之
処
、
去
月
什
八
日
両
方
和
与
畢
、
如
顕

茂
状
者
、
右
所
々
看
、
自
亡
父
観
景
之
手
、
去
正
応
二
年
三
月
舟
日
顕
茂

譲
得
之
処
、
景
広
号
帯
徳
治
三
年
六
月
十
七
月
譲
状
、
令
押
領
之
間
、
就

訴
申
、
番
訴
陳
、
相
互
錐
申
子
細
、
所
詮
以
和
与
之
儀
、
顕
茂
所
得
内
由

比
本
郷
参
分
壱
繩
躯
鍬
か
蛎
伽
僻
渚
、
美
濃
国
柿
御
園
半
分
避
渡
千
景
広
畢
、

次
所
載
正
応
譲
状
景
広
分
遠
江
国
大
結
・
福
沢
丼
長
門
国
岡
枝
郷
等
者
、

任
譲
状
、
景
広
知
行
不
可
有
相
違
云
ミ
如
景
広
状
者
、
彼
所
を
者
、
自

亡
父
観
景
之
手
、
徳
治
三
年
六
月
十
七
日
景
広
譲
得
之
処
、
顕
茂
号
得
正

応
二
年
三
月
什
日
譲
状
、
錐
番
訴
陣
相
互
以
和
与
之
儀
、
由
比
本
郷
参
分

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

（
窃
）

右
筆
教
道

東
福
寺
文
書
そ
の
他
の
史
料
に
見
ら
れ
る
平
山
郷
と
、
こ
の
引
田
村
と
が

同
一
地
域
で
あ
る
か
ど
う
か
は
詳
か
で
は
な
い
が
、
少
く
と
も
平
山
氏
も
ま

た
一
定
地
域
の
郷
村
を
領
有
す
る
在
地
領
主
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
平
山
郷
を
特
に
「
平
山
分
」

右
に
引
用
し
た
史
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
奥
野
氏
の
詳
細
な
解
説
が
あ

る
の
で
省
略
す
る
が
、
由
比
本
郷
を
支
配
す
る
天
野
氏
が
、
こ
の
小
村
落
を

三
分
の
一
及
び
二
に
分
け
て
支
配
し
、
そ
の
内
に
屋
敷
と
堀
内
も
含
め
て
い

る
こ
と
は
、
天
野
氏
が
こ
の
地
に
地
頭
職
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
地
主
職
を

有
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

そ
し
て
、
事
実
、
天
野
新
左
衛
門
入
道
観
景
の
姑
尼
是
心
は
こ
の
地
に
居

住
し
、
こ
の
地
で
死
去
し
て
い
る
。

時
代
は
か
な
り
降
る
が
、
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
五
月
什
八
日
の
年

記
を
有
す
る
日
吉
山
王
社
所
蔵
絵
馬
額
裏
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。武
州
多
西
郡
引
田
村
当
領
主
日
奉
朝
臣
平
山
右
衛
門
大
夫
也
、
此
家
中
共

今
知
行
当
所
内
、
有
山
王
権
現
古
跡

壱
他
瀝
鍛
分
巍
加
・
美
濃
国
柿
御
園
半
分
、
顕
茂
令
避
之
間
、
止
沙
汰
畢
、

次
号
載
正
応
譲
状
景
広
分
遠
江
国
大
結
、
福
沢
・
長
門
国
岡
枝
郷
者
、
可

為
景
広
分
云
念
者
、
早
守
彼
状
、
向
後
無
違
乱
相
互
可
領
知
之
状
、
依
鎌

倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、

（
犯
）

正
和
二
年
五
月
二
日

相
模
守
平
朝
臣
（
花
押
）

六

九
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史
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と
し
て
年
貢
を
課
し
て
い
る
こ
と
は
、
平
山
郷
が
平
山
氏
に
よ
り
一
円
支
配

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
か
つ
、
応
永
二
十
六
年
の
室
町
幕
府
奉
行

〔
”
〕

人
下
知
状
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
船
木
田
庄
全
域
に
わ
た
る
京
進
年
貢
の
す

べ
て
を
数
年
間
も
対
拝
し
得
る
ほ
ど
の
力
は
、
た
ん
な
る
郷
地
頭
で
は
不
可

能
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
諸
点
を
勘
案
す
る
と
、
船
木
田
庄
に
は
、
か
っ
て
は
一
人

の
地
頭
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
末
期

に
は
郷
ご
と
に
地
頭
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
で
あ
ろ
う
。

船
木
田
庄
に
存
在
す
る
村
落
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
共
同
体
、
す
な
わ

ち
、
谷
戸
集
落
の
形
態
を
と
り
つ
つ
郷
地
頭
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
郷
地
頭

は
庄
田
を
請
所
と
し
、
独
自
な
領
地
で
あ
る
屋
敷
地
・
堀
内
を
耕
作
し
な
が

ら
、
谷
戸
農
民
を
支
配
す
る
。
支
配
の
具
体
的
な
内
容
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
谷
戸
田
に
不
可
欠
な
湧
水
・
溜
池
又
は
流
水
を
管
理
し
、
勧
農
権
を
掌

握
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
地
頭
職
を
有
し
な
が
ら
庄
園
を
請
所
と
し
て
い
る
よ
う
に
、

庄
園
的
職
の
中
に
存
在
価
値
が
あ
っ
て
、
地
頭
職
自
体
が
制
度
的
に
は
庄
園

体
制
の
補
完
的
な
役
割
で
し
か
な
い
一
面
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
村
落

共
同
体
の
中
心
に
位
置
し
な
が
ら
、
直
営
田
や
庄
田
及
び
新
開
田
の
糸
な
ら

（
釦
〕

ず
、
畠
地
・
在
家
・
屋
敷
地
か
ら
炭
釜
に
い
た
る
ま
で
掌
握
す
る
こ
と
は
庄

園
体
制
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
は
解
決
し
得
な
い
。
田
地
以
外
の
支
配
は
特
に

東
国
に
お
い
て
は
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
お
り
、
生
産
の
主
要
部

門
が
皇
作
で
あ
っ
た
こ
と
は
大
き
く
注
目
し
て
行
き
た
い
。

註

（
咽
）
日
本
史
研
究
四
一
号
所
収

七
○

（
Ⅳ
）
書
写
如
法
経
奥
書

観
普
賢
経

大
歳
甲
戌
仁
平
四
年
九
月
□
時
許
於
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田

御
庄
内
長
隆
寺
西
谷
書
写
了
勧
進
僧
弁
智
結
縁
者
僧
忠
尊

（
肥
）
内
田
実
氏
「
平
安
末
期
『
領
主
制
』
研
究
の
一
視
点
ｌ
私
領
主

と
荘
園
領
主
と
の
関
係
ｌ
」
（
歴
史
学
研
究
二
一
二
号
所

収
）

（
四
）
歴
史
学
研
究
二
一
一
一
三
号
五
四
頁

（
別
）
拙
論
「
東
国
に
お
け
る
領
主
制
の
形
成
ｌ
下
総
千
葉
氏
の
場
合

ｌ
」
（
法
政
史
学
一
八
号
所
収
）

（
皿
）
「
東
福
寺
領
諸
庄
園
文
喜
」
及
び
「
至
徳
二
年
長
満
散
用
状
」
（
東

福
寺
文
書
）

（
、
）
九
条
家
家
領
文
寳

（
配
）
「
光
明
峯
寺
殿
初
度
惣
処
分
状
断
簡
」
（
九
条
家
家
領
文
書
）

（
型
）
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
及
び
武
蔵
名
勝
図
会
に
収
録
さ
れ
て
い
る

が
、
現
在
こ
の
銅
鐘
は
な
い
。

（
妬
）
金
沢
文
庫
所
蔵
華
厳
五
教
章
上
巻
指
事
奥
書
（
金
沢
文
庫
古
文
書

十
輯
一
六
一
一
一
頁
）

（
妬
）
安
田
元
久
氏
「
守
護
と
地
頭
」
一
五
二
’
一
一
一
頁

（
〃
）
奥
野
高
広
氏
「
由
比
源
三
と
北
条
氏
照
」
（
府
中
市
史
史
料
集
五

所
収
）

（
肥
）
天
野
家
文
書
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）

（
羽
）
東
福
寺
文
書

（
釦
）
天
野
家
文
書
（
尊
経
関
文
庫
蔵
）
の
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
六
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月
七
日
付
の
和
与
状
の
中
に

「
以
和
与
之
儀
、
源
三
郎
屋
敷
辨
剛
越
炭
釜
一
口
内
一
一
一
分
一
丼
避

前
村
等
半
分
頭
鋼
麺
避
与
尼
是
勝
者
也
」
と
見
え
る
。

四
、
散
用
状
の
分
折

船
木
田
庄
を
理
解
す
る
た
め
に
最
も
良
い
手
が
か
り
は
、
現
存
す
る
数
通

の
年
貢
散
用
状
で
あ
る
。
と
く
に
そ
の
中
で
「
下
行
」
分
は
南
北
朝
期
の
激

動
す
る
時
代
を
、
あ
る
程
度
ま
で
浮
彫
り
に
し
て
見
せ
る
。
下
行
分
と
は
庄

園
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
で
あ
る
が
、
第
２
表
は
若
干
の
字
句
の

相
違
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
内
容
の
共
通
し
た
も
の
を
項
目
ご
と
に
ま

と
め
て
ゑ
た
。

ま
ず
、
項
目
を
説
明
す
る
と
、
寺
納
分
は
そ
の
年
に
実
際
京
都
に
送
達
さ

れ
た
額
で
あ
っ
て
、
請
所
と
し
て
の
契
約
額
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
貞
治
二

年
で
は
守
護
契
約
高
進
一
○
貫
文
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
進
年
貢
高

は
そ
の
五
分
の
一
の
四
貫
文
で
あ
っ
た
。

運
送
分
は
船
木
田
庄
か
ら
京
都
へ
寺
納
年
貢
を
送
付
す
る
た
め
の
運
搬
賃

で
あ
っ
て
当
進
替
賃
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
す
で

に
高
度
に
発
達
し
て
い
た
為
替
制
度
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。国
雑
用
分
は
延
文
六
年
に
見
ら
れ
る
「
在
国
間
雑
事
時
料
」
と
い
う
よ
う

に
、
最
初
は
直
務
代
官
が
下
向
し
て
年
貢
の
受
取
り
を
し
て
い
た
が
、
至
徳

一
一
年
に
は
「
国
雑
用
方
」
と
い
う
よ
う
に
地
下
代
官
が
年
貢
の
収
受
を
行
な

っ
て
い
る
。

武
家
方
酒
手
分
は
領
家
が
船
木
田
庄
を
確
保
す
る
た
め
に
、
管
領
・
守
護

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

分 内 訳下行第２表

&雛)|(蕊if葦)|(｣蝋Ｆ１|(鶚襄 語用項 目

溌|露|溺|鰄憶進河護沙汰料足当進時寺納分

８００

(6％）

０
，

ｍ
明
く

７００

(6％）
夫上用途、上銭，当進替賃運送分

在国間雑事時料、在国雑事、国26.00010,000

(53％）

４，４５０

(34％）

６，０００

(39％）
国雑用分

雑用方(44％）七
一

守護方遣、守護代酒手、守護便
引物、守護代一献料、管領進物
郡使欠物、梶原、大石、芝、小
河原方一献料(澱|(;i望31糊

2,000

(15％）
武家方酒手分

穴戸殿点心、教言冬裳物、教言
２，５００

(20％）

その他
切符

(競り|(柵|(競り|(i:b堅；
計
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・
守
護
代
を
は
じ
め
在
地
有
力
武
士
に
進
物
を
贈
っ
て
、
年
貢
等
の
対
桿
を

し
な
い
よ
う
に
依
頼
す
る
経
費
で
あ
る
。

福
田
豊
彦
氏
は
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
御
分
国
内
庄
園
の
年
貢
は
、
北
条
氏

〔
皿
）

の
責
任
に
お
い
て
雑
色
を
し
て
そ
の
吏
務
に
当
ら
せ
た
と
し
て
い
る
が
、
船

木
田
庄
で
は
地
頭
に
よ
る
年
貢
徴
収
が
守
護
の
責
任
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、

下
向
代
官
に
引
続
が
れ
、
領
家
方
代
官
が
為
替
制
度
を
利
用
し
て
京
進
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
鎌
倉
時
代
に
は
地
頭
請
所
に
な
っ
て
い
た
当
庄
が
、
貞
治

二
年
に
は
「
守
護
方
契
約
」
と
し
て
史
料
に
現
わ
れ
る
と
同
時
に
守
護
代
ク

ラ
ス
に
対
し
て
も
一
献
料
と
し
て
相
当
な
額
の
支
出
を
し
て
お
り
、
か
つ
、

管
領
が
忠
節
の
功
に
よ
り
、
地
頭
・
国
人
ク
ラ
ス
に
諸
公
事
を
五
ヶ
年
間
に

亘
っ
て
免
除
す
る
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
具
体
的
に
見
て
福
田
氏
の
説
が
一

般
的
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

恐
ら
く
領
家
方
に
よ
る
庄
園
支
配
は
か
な
り
執
勧
に
行
な
わ
れ
た
と
見
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
御
分
国
内
庄
園
支
配
に
当
っ
て
実
務
的
な
公
卿
を
起
用

し
、
室
町
時
代
に
入
っ
て
す
ら
代
官
を
下
向
さ
せ
、
庄
園
経
営
を
続
け
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
も
十
四
世
紀
が
終
り
に
近
づ
く
至

徳
二
年
に
は
、
こ
の
下
向
代
官
制
は
崩
れ
て
お
り
、
在
地
代
官
に
よ
っ
て
全

面
的
に
年
貢
徴
収
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
推
移
を
数
字
の
上
で
追
っ
て
ふ
よ
う
。
在
地
に
お
い
て
徴
収

す
る
年
貢
総
額
に
対
し
て
、
寺
納
分
は
延
文
六
年
か
ら
至
徳
二
年
に
か
け
て

約
二
五
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
率
が
東
国
に
所
在
す
る
庄
園
か
ら

京
進
さ
れ
る
平
均
的
率
で
あ
る
か
ど
う
か
は
今
後
十
分
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
で
は
あ
る
が
、
一
応
の
目
途
と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
き
わ

め
て
低
い
割
合
を
占
め
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

七
二

国
雑
用
方
は
最
初
、
下
向
代
官
及
び
在
地
代
官
の
吏
務
的
必
要
経
費
と
し

て
の
性
格
が
強
い
が
、
時
に
は
全
年
貢
に
占
め
る
割
合
が
五
○
％
を
上
廻
る

と
い
う
事
実
は
、
少
く
と
も
年
貢
徴
収
に
際
し
て
、
在
地
武
士
で
も
あ
る
地

下
代
官
の
占
め
る
地
位
が
実
質
的
に
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
地
下
代
官
と
見
ら
れ
る
平
山
氏
が
船
木
田
庄
に
お
い
て
在
地

領
主
制
の
展
開
を
見
せ
、
応
永
年
間
に
は
全
年
貢
の
対
桿
と
い
う
拳
に
出
た

と
い
う
事
実
は
、
船
木
田
庄
全
域
に
対
す
る
平
山
氏
の
立
場
を
重
視
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
寺
家
の
下
向
代
官
制
が
崩
壊
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国

雑
事
料
が
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
御
家
人
代
官
平
山

氏
、
す
な
わ
ち
、
国
人
層
を
軽
視
出
来
な
い
と
い
う
面
が
出
て
来
る
の
で
あ

る
。
年
貢
徴
収
に
当
っ
て
そ
れ
が
保
障
さ
れ
る
た
め
に
は
、
船
木
田
庄
と
直

接
又
は
間
接
に
関
係
を
有
す
る
武
士
に
対
し
て
、
少
く
と
も
庄
園
の
経
営
に

対
す
る
不
干
渉
を
取
り
付
け
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。
最
初
は
守
護
及
び
守

護
代
に
進
物
あ
る
い
は
一
献
料
と
い
う
名
目
で
全
年
貢
の
一
割
五
分
を
そ
れ

に
当
て
た
が
、
時
代
が
降
る
に
つ
れ
て
、
そ
の
対
象
が
広
げ
ら
れ
、
か
つ
、

一
献
料
の
量
が
増
大
し
て
い
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
上
は
管
領
か
ら
守
護
・
守

護
代
・
守
護
便
・
国
人
層
ま
で
拡
大
さ
れ
、
遂
に
は
全
年
貢
の
三
○
％
と
い

う
よ
う
に
、
わ
ず
か
二
五
年
た
ら
ず
の
短
期
間
に
増
大
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
武
士
階
級
の
階
層
整
備
に
伴
な
っ
て
、
寺
領
庄
園
に
介
入
す

る
武
士
層
が
重
層
化
し
て
来
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ

る
。船
木
田
本
庄
は
十
四
の
郷
村
に
亘
っ
て
お
り
、
新
庄
は
八
郷
村
に
及
ん
で
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こ
れ
は
、
足
利
持
氏
が
武
州
南
一
侯
衆
に
対
し
て
平
山
三
河
入
道
に
合
力

し
て
甲
州
勢
を
防
ぐ
と
共
に
、
地
下
の
動
き
に
対
処
す
る
よ
う
命
じ
、
平
山

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

い
る
。
こ
の
う
ち
本
庄
及
び
新
庄
の
耕
地
を
同
時
に
含
む
郷
村
は
六
つ
で
、

平
山
郷
は
本
・
新
庄
の
耕
地
を
共
に
含
ん
で
い
る
。
し
か
も
、
他
の
郷
村
に

較
ぺ
て
そ
の
年
貢
高
が
群
を
抜
い
て
多
く
、
全
庄
の
総
年
貢
高
の
三
六
％
以

上
を
占
め
て
い
る
（
第
１
表
参
照
）
。
こ
の
こ
と
は
平
山
郷
が
船
木
田
庄
の

中
核
的
村
落
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
こ
で
き
わ
め
て
重
要
な
点
は
、
平
山
郷
が
時
に
は
平
山
分
と

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
す
な
わ
ち
、
明
ら

か
に
平
山
郷
に
対
す
る
年
貢
が
平
山
氏
に
よ
っ
て
一
括
請
負
わ
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

他
の
郷
村
と
異
っ
た
記
載
方
法
は
、
平
山
氏
が
平
山
郷
に
お
い
て
開
発
領

主
の
系
譜
を
有
し
、
強
力
な
一
円
的
土
地
支
配
の
貫
徹
を
行
な
っ
て
い
た
と

理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
国
人
層
の
地
域
的
領
主
制
が
形
成
さ
れ
た

と
い
う
従
来
か
ら
の
見
解
を
、
こ
の
奥
武
蔵
の
地
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る

（
犯
）

と
考
え
る
。

平
山
氏
を
国
人
層
と
す
る
論
拠
に
つ
い
て
、
応
永
二
十
年
（
五
月
）
十
日

の
関
東
管
領
足
利
持
氏
下
知
状
を
引
用
す
る
。

甲
雛
徒
丼
地
下
ｎ
Ｕ
－
備
中
次
郎
ｎ
Ｕ
平
山
三
河
入
道
駆
向
之

由
、
注
進
之
藷
彫
弥
日
令
進
発
合
力
平
山
可
致
忠
節
之
状
、
如
件

応
永
什
年
ｎ
Ｕ
十
日

、
Ⅱ
Ｕ

（
調
）

武
州
南
一
撲
中

そ
し
て
、
こ
の
下
知
状
を
根
拠
に
平
山
参
河
入
道
は
船
木
田
庄
の
全
年
貢

を
対
拝
し
た
た
め
、
東
福
寺
の
雑
掌
有
本
は
室
町
幕
府
に
訴
え
、
室
町
幕
府

奉
行
人
は
守
護
代
長
尾
尾
張
入
道
に
次
の
よ
う
に
命
令
し
て
い
る
。

氏
を
中
心
に
し
て
軍
事
行
動
を
展
開
せ
よ
と
下
知
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
史
料
だ
け
か
ら
で
は
平
山
氏
と
武
州
南
一
撲
衆
と
の
関
係
は
十
分

解
明
さ
れ
な
い
。

こ
の
事
件
が
ら
四
年
後
に
同
じ
く
持
氏
は
次
の
下
知
状
を
南
一
撲
中
に
与

え
て
い
る
。

以
上
の
諸
史
料
か
ら
、
平
山
参
河
入
道
は
武
州
南
一
撲
衆
の
中
心
的
人
物

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。

七
三

東
福
寺
雑
掌
有
本
申
、
武
蔵
国
多
西
郡
船
木
田
庄
領
家
職
年
貢
之
事
、
多
年

知
行
無
相
違
之
処
、
妥
当
国
諸
公
事
五
ヶ
年
間
、
号
御
免
、
平
山
参
河
入

道
彼
年
貢
銭
対
桿
云
云
、
太
以
不
可
然
、
所
詮
不
可
被
准
自
余
公
事
上
者
、

止
平
山
違
乱
、
可
被
全
寺
務
之
由
也
、
価
執
達
如
件

応
永
什
六
年
三
月
六
日

治
部
丞
（
花
押
）（弱
）

長
尾
を
張
入
道
殿

左
衛
門
（
花
押
）

政
所
方
公
事
等
鰍
輝
供
事
、
就
今
度
忠
節
、
自
今
年
五
ヶ
年
所
免
除
也
、

可
存
知
其
旨
之
状
、
如
件
、

（
足
利
持
氏
）

応
永
廿
四
年
十
二
月
廿
六
日

（
花
押
）

（
鋼
）

南
一
撲
中
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法
政
史
学
第
二
十
二
号

武
州
南
一
撲
衆
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
在
地
の
武
士
で
あ
り
、
寺
務
を
妨
害

し
、
年
貢
を
対
拝
し
て
い
る
。
平
山
氏
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
船
木
田

庄
内
に
お
い
て
、
郷
村
を
一
円
支
配
し
、
か
つ
、
地
下
代
官
職
を
利
用
し
て

庄
園
全
域
に
強
固
な
支
配
権
を
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
外
、
由
比
氏
あ
る
い
は
天
野
氏
が
由
比
郷
に
堀
内
を
設
定
し
、
在
家

支
配
は
お
ろ
か
炭
釜
支
配
を
も
行
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
船
木
田
庄
内
に
は

在
地
武
士
に
よ
る
別
個
の
権
益
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め

て
、
強
力
な
領
家
職
対
桿
が
展
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

す
ぐ
れ
て
土
着
性
の
強
い
国
人
層
の
郷
村
単
位
に
よ
る
一
円
支
配
の
展
開

の
上
に
、
守
護
代
と
し
て
の
大
石
氏
や
長
尾
氏
が
中
間
武
士
層
と
し
て
存
在

（
鋼
）

し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
一
献
料
を
領
家
東
福
寺
か
ら
受
け
て
お
り
、
室
町
幕

府
奉
行
人
か
ら
「
止
平
山
達
乱
、
可
被
全
寺
務
之
由
」
を
執
達
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
命
令
が
連
行
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
平
山
氏
の
よ
う
な

国
人
層
の
動
き
を
直
接
指
揮
し
得
る
と
京
都
室
町
か
ら
思
わ
れ
て
い
た
階
層

は
こ
れ
ら
守
護
代
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
関
東
管
領
と
い
う
中
間
職
制
を
排
除
し
て
、
守
護
代
ク
ラ
ス

を
直
接
掌
握
し
よ
う
と
す
る
指
向
が
、
室
町
幕
府
権
力
の
具
体
的
な
政
策
の

一
端
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
一
撲
衆
と
い
う
よ
う
に
一
括
把
握
さ
れ
て
い
る
「
衆
」
と
は
複
数

で
行
動
す
る
在
地
武
士
集
団
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
き
わ
め
て

同
族
意
識
の
強
い
集
団
で
あ
り
、
崩
壊
の
過
程
に
あ
る
惣
領
制
に
現
わ
れ
る

形
態
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
守
護
代
は
常
に
か
れ
ら
を
集
団
の
ま
ま
家
臣
化
し

て
お
り
、
武
州
南
一
撲
衆
の
例
を
と
る
な
ら
ば
、
他
国
か
ら
の
侵
略
の
阻
止

及
び
農
民
支
配
の
貫
徹
に
こ
れ
ら
国
人
層
を
利
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
四

こ
の
よ
う
な
支
配
組
織
の
変
化
の
中
で
国
人
層
は
郷
村
単
位
の
一
円
支
配

を
容
易
に
な
し
得
た
。
当
然
そ
こ
に
は
直
接
農
民
を
支
配
し
、
勧
農
権
を
も

行
使
し
て
い
る
が
た
め
に
甲
州
か
ら
の
凶
徒
の
侵
略
、
地
下
の
反
乱
に
対
し

て
、
い
ち
早
く
平
山
参
河
入
道
は
馳
向
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
、
か
れ
が
少
く
と
も
旬
日
の
間
こ
れ
ら
の
動
き
に
対
処
し
得
た
し
、
注
進

に
従
っ
て
関
東
管
領
足
利
持
氏
が
一
撲
衆
に
対
し
、
平
山
氏
に
合
力
す
る
よ

う
命
令
を
発
し
得
、
か
つ
、
そ
の
侵
略
を
阻
止
し
、
地
下
の
反
乱
を
鎮
圧
で

き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
平
山
氏
の
よ
う
な
一
郷
ま
た
は
数
郷
を
支
配
し
て
い
た
国

人
層
に
、
あ
る
程
度
の
武
力
が
常
に
遡
備
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
は
名
主
の
よ
う
な
農
民
層
に
武
士
化
傾
向
が

あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

マ
ル
ク
ス
は
「
資
本
論
」
の
中
で
「
封
建
制
的
生
産
は
、
で
き
る
だ
け
多

数
の
臣
下
の
間
へ
の
土
地
の
分
割
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
封
建

領
主
の
権
力
は
、
ど
の
主
権
者
の
権
力
と
も
同
様
に
、
彼
の
地
代
帳
の
長
さ

に
で
は
な
く
臣
民
の
数
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
数
は
自
営
農
民
の
数

（
師
）

に
よ
っ
て
定
ま
っ
た
。
」
と
し
て
、
そ
の
註
に
日
本
の
例
を
引
用
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
封
建
制
的
生
産
様
式
は
多
く
の
臣
下
と
自
営
農
民
の
数
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
臣
下
の
数
は
自
営
農
民
の
数
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

谷
戸
集
落
の
支
配
に
止
ま
る
平
山
氏
が
、
隣
国
か
ら
の
侵
略
と
地
下
の
反

乱
に
数
日
に
亘
っ
て
対
処
し
得
た
事
実
は
、
平
山
氏
が
動
か
し
得
た
兵
力
、

恐
ら
く
自
営
農
民
を
含
め
た
兵
力
は
そ
の
数
に
お
い
て
決
し
て
少
な
か
っ
た

と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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ヘヘ註
３２３１
、_'、_ノ

（
鮒
）
守
護
上
杉
氏
に
よ
っ
て
武
蔵
国
守
護
代
に
任
ぜ
ら
れ
た
大
石
氏
は

鎌
倉
公
方
の
命
令
を
運
行
し
、
戦
い
に
際
し
て
は
武
州
南
一
撲
衆

の
よ
う
な
中
小
領
主
を
動
員
し
、
か
つ
、
鎌
倉
公
方
が
掌
握
し
て
い

た
と
言
わ
れ
る
閥
所
地
の
処
分
命
令
の
実
行
を
す
る
な
ど
、
直
接

在
地
領
主
を
掌
握
し
て
い
た
（
杉
山
博
氏
「
守
護
領
国
制
の
展
開
」

《
岩
波
日
本
歴
史
中
世
３
》
九
八
頁
）
。

長
尾
氏
は
上
杉
禅
秀
（
氏
憲
）
の
上
野
国
守
護
代
で
あ
っ
た
が
、

禅
秀
が
失
脚
の
の
ち
も
山
内
上
杉
氏
か
ら
守
護
代
と
し
て
の
職
を

追
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
引
続
き
そ
の
職
に
あ
っ
た
。

（
汀
）
青
木
文
庫
「
資
本
論
」
第
四
巻
一
○
九
七
頁
。

な
お
、
そ
の
註
に
「
日
本
は
、
そ
の
土
地
所
有
の
純
封
建
的
組

織
と
、
そ
の
発
達
し
た
小
農
民
経
営
と
を
も
っ
て
、
た
い
て
い
は

ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
偏
見
に
よ
っ
て
口
授
さ
れ
た
吾
だ
の
歴
史
書
全
部

よ
り
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
．
〈
中
世
の
遙
か
に
忠
実
な
像
を
提
供
す
る
。
」

と
記
し
て
い
る
。

転
換
」
（
「
日
本

（
詔
）
阿
伎
留
神
社
文
書

（
狐
）
阿
伎
留
神
社
文
書

（
妬
）
東
福
寺
文
書

（
稲
）
守
護
上
杉
氏
に
よ

福
田
豊
彦
氏
「
頼
朝
の
雑
色
に
つ
い
て
」
史
学
雑
誌
七
八
ノ
三

稲
垣
泰
彦
氏
「
日
本
に
お
け
る
領
主
制
の
発
展
」
（
「
歴
史
学
研

究
」
一
四
九
号
）
、
網
野
善
彦
氏
「
農
村
の
発
達
と
領
主
経
済
の

転
換
」
（
「
日
本
経
済
史
大
系
２
中
世
」
所
収
）

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

五
、
国
人
領
主
の
農
民
支
配

国
人
層
に
よ
る
農
民
支
配
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

少
く
と
も
船
木
田
庄
に
関
す
る
史
料
か
ら
は
こ
の
問
題
に
近
づ
く
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
が
、
船
木
田
庄
の
庄
田
を
含
む
由
比
郷
に
支
配
権
を
持
つ
天
野

氏
に
関
す
る
文
書
の
中
に
次
の
下
知
状
が
あ
る
。

天
野
肥
後
左
衛
門
尉
景
茂
法
師
継
藷
癖
鋼
女
子
尼
是
勝
嚇
鵬
代
泰
知
与

兄
次
郎
左
衛
門
尉
景
広
代
盛
直
、
同
弟
三
郎
左
衛
門
尉
顕
茂
代
朝
親
等

相
論
由
比
尼
是
心
棚
景
遺
領
遠
江
国
大
結
・
福
沢
両
郷
・
避
前
村
・
武

蔵
国
由
比
郷
内
田
畠
在
家
源
舵
郎
事
、

右
就
訴
陳
状
、
欲
有
其
沙
汰
之
処
、
名
和
平
畢
、
如
朝
親
去
月
什
五
日
状

者
、
由
比
尼
是
心
遺
跡
武
蔵
国
由
比
本
郷
内
源
三
郎
屋
敷
棡
倣
知
遠
江
国

避
前
村
等
中
分
事
、
右
就
干
是
心
養
女
尼
景
勝
訴
訟
、
番
訴
陳
、
雌
遂
問

答
、
以
和
与
之
儀
、
源
三
郎
屋
敷
辨
煎
越
炭
釜
一
口
内
三
分
一
井
避
前
村

等
半
分
車
認
鰄
避
与
尼
是
勝
者
也
、
但
避
前
村
代
官
屋
敬
老
、
可
為
顕
茂

分
、
同
村
内
中
辺
名
代
官
屋
敷
者
、
可
為
是
勝
分
、
若
彼
屋
敷
交
量
避
前

屋
敷
之
処
・
不
足
者
、
於
不
足
分
者
、
以
顕
茂
分
可
入
立
之
、
又
諏
方
社

鶴
大
・
毘
沙
門
堂
等
者
、
可
為
顕
茂
分
、
八
幡
餌
四
・
十
二
所
権
現
者
、
可

為
是
勝
分
、
次
源
三
郎
屋
敷
内
社
一
所
醍
犀
計
者
、
可
為
顕
茂
分
、
御
堂

壱
所
塞
痂
者
、
可
為
是
勝
分
、
然
則
云
顕
茂
分
注
文
、
云
是
勝
分
注
文
、
為

後
証
、
両
方
所
令
加
判
也
、
於
自
今
以
後
者
、
任
彼
状
、
相
互
無
違
乱
可

領
知
云
々
、
如
泰
知
同
状
者
、
子
細
同
前
云
ぺ
如
盛
直
同
什
七
日
状

者
、
由
比
尼
是
心
遺
領
武
蔵
国
由
比
本
郷
内
源
三
郎
屋
敷
・
田
畠
・
在
家

七
五

Hosei University Repository



す
で
に
こ
の
文
書
を
広
く
紹
介
さ
れ
た
奥
野
高
広
氏
は
、
詳
細
な
解
説
を

も
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
小
豪
族
に
よ
る
農
民
支
配
の
形
態
を

考
え
る
だ
け
に
と
ど
め
る
。

こ
の
鎌
倉
幕
府
に
よ
る
下
知
状
が
出
さ
れ
る
四
年
前
、
す
な
わ
ち
、
正
和

二
年
（
一
一
一
一
一
一
一
一
）
五
月
二
日
に
も
鎌
倉
将
軍
家
下
知
状
が
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
時
に
は
顕
茂
と
景
広
が
父
天
野
観
景
の
遺
領
を
分
割
相
続
し
て
い
る
。

し
か
し
、
由
比
氏
の
養
女
と
な
っ
て
い
た
景
勝
が
こ
れ
を
不
服
と
し
て
訴
訟

を
提
起
し
た
た
め
、
幕
府
か
ら
文
保
元
年
（
一
三
一
七
）
六
月
七
日
に
右
の

下
知
状
が
か
れ
ら
に
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

四
年
前
に
顕
茂
・
景
広
の
兄
弟
に
よ
っ
て
由
比
本
郷
は
三
分
の
二
と
一
一
一
分

の
一
に
分
割
さ
れ
た
。
そ
の
際
堀
内
並
び
に
屋
敷
ま
で
も
同
様
に
中
分
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
是
勝
は
由
比
本
郷
す
ぺ
て
を
割
擬
す
る
よ
う
訴
え
た

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
下
知
状
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

法
政
史
学
第
二
十
二
号

井
炭
釜
柵
舳
知
・
遠
江
国
大
結
・
福
沢
両
村
等
中
分
事
、
右
就
是
心
養

女
尼
是
勝
訴
訟
、
番
訴
陳
、
雌
遂
問
答
、
以
和
与
之
儀
、
所
去
渡
源
一
一
一
郎

屋
敷
内
田
畠
・
在
家
景
広
知
行
分
井
大
結
・
福
沢
半
分
於
是
勝
也
、
但
今

無
坪
付
以
下
委
細
目
六
之
間
、
石
上
地
下
之
注
文
。
無
後
煩
之
状
、
来
月

中
可
書
渡
是
勝
方
、
次
是
心
跡
炭
釜
一
口
内
大
分
壱
、
可
為
是
勝
分
云
ぺ

如
泰
知
同
状
者
、
子
細
同
前
、
此
上
不
及
異
儀
、
早
任
彼
状
可
致
沙
汰
之

状
、
依
鎌
倉
殿
仰
、
下
知
如
件
、

文
保
元
季
六
月
七
日

相
模
守
平
朝
臣
（
花
押
）（鋼
）

武
蔵
守
平
朝
臣
（
花
押
）

七
六

１
顕
茂
分
と
さ
れ
て
い
た
源
三
郎
屋
敷
（
た
だ
し
、
打
越
地
は
除
く
）

並
び
に
炭
釜
一
口
の
内
三
分
一
を
是
勝
に
与
え
る
。

２
御
堂
壱
所
を
是
勝
分
と
す
る
。
御
堂
は
是
勝
の
母
是
心
の
墓
地
で
あ

る
。

３
景
広
知
行
分
と
さ
れ
て
い
た
源
三
郎
屋
敷
、
田
畠
、
在
家
並
び
に
炭

釜
は
是
心
の
遺
領
で
あ
り
、
是
勝
に
渡
す
。

４
是
心
跡
炭
釜
一
口
の
う
ち
六
分
の
一
は
是
勝
分
と
す
る
。

以
上
に
よ
っ
て
、
由
比
本
郷
は
あ
ら
ま
し
是
勝
の
も
の
に
な
っ
た
。
も
と

も
と
、
由
比
本
郷
は
こ
の
地
の
土
豪
由
比
氏
の
所
領
で
あ
り
、
姻
籍
関
係
を

結
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
天
野
氏
の
所
領
に
な
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
由

比
是
心
の
養
女
に
な
っ
た
是
勝
は
顕
茂
・
景
広
と
は
兄
妹
の
関
係
に
あ
っ
た

が
、
と
も
か
く
、
幕
府
下
知
状
に
よ
っ
て
由
比
氏
の
所
領
と
し
て
確
保
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
こ
と
は
、
由
比
氏
と
い
う
国
人
領
主
が
源
三
郎
屋
敷

（
Ⅱ
由
比
氏
屋
敷
か
。
）
、
田
畠
、
在
家
は
勿
論
炭
釜
に
到
る
ま
で
、
き
わ

め
て
細
部
に
亘
る
支
配
権
を
確
立
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
ろ
う
と
思

う
。
し
か
も
、
そ
の
炭
焼
釜
一
口
の
年
間
生
産
量
を
詳
細
に
知
っ
て
い
た
が

た
め
に
「
炭
釜
一
口
内
三
分
ご
と
か
、
「
炭
釜
一
口
内
六
分
壱
」
と
い
う

分
割
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

国
人
層
が
田
畠
・
在
家
の
支
配
と
共
に
炭
釜
に
到
る
ま
で
の
支
配
権
を
確

保
し
て
い
た
こ
と
は
、
土
地
支
配
と
共
に
替
金
さ
れ
得
る
木
炭
の
生
産
を
も

と
も
に
掌
握
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

天
野
氏
は
当
地
に
お
け
る
国
人
領
主
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
や
が
て

は
由
比
郷
の
所
領
を
失
な
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
一
時
的
に
は
横
領
さ
れ
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な
が
ら
も
由
比
氏
は
所
領
の
保
全
に
懸
命
な
様
相
を
見
せ
る
。
こ
の
こ
と
は

長
い
年
代
に
亘
る
由
比
氏
の
支
配
権
が
強
固
で
あ
り
、
か
つ
、
排
他
的
で
あ

っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

安
芸
国
志
芳
庄
東
村
地
頭
職
を
は
じ
め
、
美
濃
・
遠
江
・
河
内
諸
国
に
所

領
を
識
｝
て
い
た
天
野
氏
は
、
由
比
本
郷
に
も
い
ぜ
ん
と
し
て
所
領
を
有
し

て
い
る
。

応
永
八
年
（
一
四
○
一
）
六
月
日
の
天
野
顕
忠
か
ら
顕
房
へ
の
譲
状
に
は

と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

右
の
二
点
の
史
料
を
比
較
し
て
国
名
を
間
違
う
な
ど
と
い
う
点
か
ら
少
く

と
も
半
世
紀
の
間
に
天
野
氏
に
よ
る
由
比
本
郷
の
支
配
権
が
完
全
に
消
滅
し

た
と
見
ら
れ
る
。
や
が
て
天
野
氏
は
毛
利
氏
の
家
臣
に
な
っ
て
行
き
、
一
方

（
釦
〕

由
比
本
郷
は
由
比
源
三
郎
の
支
配
を
受
け
る
よ
う
に
、
散
在
所
領
の
否
定
が

全
国
的
に
進
ん
で
来
る
。

こ
の
よ
う
な
全
国
的
な
趨
勢
は
国
人
層
の
農
民
支
配
が
き
わ
め
て
高
度
な

精
密
さ
を
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
も
大
き
な
原
因
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
。 と
見
え
て
お
り
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
十
二
月
十
一
一
一
日
の
天
野
家
氏

・
弘
真
か
ら
弘
氏
へ
の
譲
状
に
は

、
、
、

一
所
武
蔵
国
由
井
本
郷
大
畑
村
一
一
一
分
方
丼
木
藤
次
屋
敷

、
、
、

一
所
遠
江
国
由
比
本
郷
大
畑
村
一
一
一
分
方

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

由
比
氏
に
よ
る
屋
敷
ｌ
田
畠
ｌ
在
家
ｌ
炭
釜
と
い
う
か
な
ら
ず
し
も
一
連

の
関
係
が
な
い
と
し
て
も
、
一
般
農
民
住
居
と
そ
れ
に
付
属
す
る
屋
敷
畠
、

炭
釜
の
詳
細
な
支
配
権
の
確
立
は
、
あ
る
程
度
ま
で
単
婚
農
業
経
営
の
実
体

を
認
識
し
た
上
で
の
支
配
体
制
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
三
浦
圭
一
氏
も
指

摘
す
る
よ
う
に
「
名
主
の
も
と
に
あ
っ
て
家
父
長
制
的
な
支
配
を
う
け
て
い

た
奴
隷
的
乃
至
は
農
奴
的
な
隷
属
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
り
自
由
な
身
分
に
む

か
っ
て
解
放
を
か
ち
え
、
ま
た
よ
り
安
定
な
経
営
に
む
か
っ
て
自
立
を
遂
げ

（
、
）

つ
つ
あ
っ
た
」
の
で
あ
り
、
国
人
領
主
に
よ
る
単
一
農
民
支
配
、
す
な
わ
ち

不
十
分
な
が
ら
も
純
封
建
的
組
織
の
展
開
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
出
来
な
い

も
の
で
あ
ろ
う
か
。

木
綿
導
入
の
歴
史
的
意
義
に
注
目
さ
れ
た
安
良
城
盛
昭
氏
は
「
荘
園
体
制

社
会
解
体
過
程
に
木
綿
が
朝
鮮
よ
り
伝
来
さ
れ
、
近
畿
・
東
海
以
西
の
地
域

に
木
綿
生
産
が
急
速
に
普
及
し
（
中
略
）
、
か
か
る
事
実
が
、
大
家
族
よ
り

（
妃
）

小
家
族
へ
の
移
行
を
可
能
と
し
た
要
因
の
一
つ
と
認
め
ら
れ
る
」
と
し
、
大

家
族
農
業
経
営
（
傍
系
親
族
を
含
む
奴
隷
制
的
経
営
形
態
）
か
ら
小
家
族
僕

業
経
営
（
直
系
親
族
の
糸
に
よ
る
農
奴
制
経
営
形
態
）
へ
の
移
行
を
麻
生
産

か
ら
木
綿
生
産
へ
と
の
関
係
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
論
じ
て
お
ら
れ
る
。

武
蔵
国
に
お
け
る
綿
作
経
営
に
つ
い
て
は
管
見
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い

が
、
慶
長
三
年
に
作
製
さ
れ
た
「
武
州
多
西
郡
小
宮
領
草
花
郷
地
詰
帳
」
に

は
圧
倒
的
に
綿
作
耕
地
面
積
が
多
い
。
朝
鮮
よ
り
伝
来
さ
れ
た
木
綿
が
、
き

わ
め
て
急
速
に
こ
の
奥
武
蔵
に
普
及
し
、
皇
作
の
相
当
部
分
を
綿
作
経
営
に

移
行
さ
せ
た
事
実
は
、
国
人
層
の
農
村
支
配
の
在
り
方
に
、
そ
れ
を
可
能
に

し
た
純
封
建
的
組
織
へ
の
指
向
を
注
目
し
た
い
。

た
だ
し
、
鎌
倉
幕
府
の
天
野
・
由
比
氏
に
対
す
る
鎌
倉
時
代
末
期
の
一
連

七
七
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法
政
史
学
第
二
十
二
号

の
下
知
状
の
中
に
「
源
三
郎
屋
敷
内
田
畠
・
在
家
」
と
い
う
文
言
は
、
い
ぜ

ん
と
し
て
名
主
を
中
心
と
し
た
理
解
の
仕
方
で
あ
り
、
在
家
を
独
立
し
た
農

業
経
営
形
態
と
し
て
は
と
ら
え
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
は
炭
釜
の

年
間
生
産
量
を
知
っ
た
上
で
、
そ
の
六
分
の
一
を
分
割
す
る
と
か
と
い
う
ま

で
に
細
部
に
亘
る
支
配
権
を
確
立
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
破
行
的
な
矛
盾

は
直
ち
に
国
人
層
が
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
前
面
に
現
わ

れ
て
来
る
。

国
人
層
と
農
民
と
の
階
級
闘
争
は
、
国
人
を
し
て
在
地
か
ら
遊
離
さ
せ
る

余
裕
を
与
え
る
こ
と
な
く
、
地
下
の
反
乱
と
い
う
形
で
国
人
層
を
土
地
に
釘

〔
偶
）

付
け
し
、
さ
ら
に
は
、
国
人
層
を
統
括
す
る
守
護
代
は
国
人
層
の
非
法
を
停

止
さ
せ
よ
と
い
う
幕
府
命
令
を
執
行
す
る
こ
と
を
な
し
得
な
い
。
こ
の
よ
う

な
事
か
ら
、
中
間
階
級
と
し
て
現
わ
れ
た
国
人
層
の
階
級
的
矛
盾
を
今
後
明

ら
か
に
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。

国
人
領
主
が
在
家
、
炭
釜
な
ど
組
部
に
一
旦
ろ
支
配
権
を
確
立
し
て
行
く
た

め
に
、
す
な
わ
ち
、
農
民
に
対
す
る
支
配
権
を
確
立
す
る
た
め
に
、
か
れ
ら

は
一
撲
衆
と
い
う
共
通
階
層
の
組
織
を
結
び
「
狭
隣
な
谷
地
田
型
所
領
と
血

（
“
）

縁
同
族
結
合
の
枠
を
克
服
し
は
じ
め
た
姿
」
を
と
り
、
在
家
が
領
主
の
直
接

〔
幅
〕

賦
課
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
、
農
業
生
産
の
飛
躍
的
な
発
展
を
可
能
に
す
る

も
の
で
あ
る
。

一
撲
衆
を
結
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支
配
権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
国
人

領
主
層
は
、
村
落
共
同
体
と
対
決
す
る
と
い
う
基
本
的
な
性
格
を
持
っ
て
い

た
。
国
人
層
間
の
相
互
の
連
帯
は
、
少
く
と
も
庄
園
諸
職
か
ら
遊
離
す
る
も

の
で
は
な
く
、
庄
園
制
的
郷
村
と
し
て
の
散
在
的
谷
戸
田
を
請
所
と
し
、
そ

の
職
を
中
核
に
成
長
し
な
が
ら
、
庄
園
体
制
内
に
そ
の
階
級
的
存
立
理
由
を

見
出
す
の
で
あ
る
。

武
州
南
一
撲
衆
に
見
ら
れ
る
谷
戸
集
落
の
支
配
、
す
な
わ
ち
、
細
流
河
川

及
び
湧
水
等
の
用
水
支
配
を
通
し
て
一
円
支
配
を
指
向
し
な
が
ら
も
、
同
族

的
な
色
彩
の
濃
い
一
摸
結
成
で
あ
る
限
り
階
級
的
矛
盾
の
解
決
に
は
な
ら
な

い
。農
民
と
階
級
的
対
決
を
強
め
る
国
人
領
主
層
の
姿
は
、
領
国
経
営
に
お
け

る
守
謹
大
名
と
戦
国
大
名
の
基
本
的
相
異
を
浮
彫
さ
せ
る
に
効
果
あ
る
課
題

で
あ
ろ
う
と
思
う
し
、
家
臣
団
と
の
関
係
を
究
明
す
る
こ
と
の
方
が
効
果
的

（
頓
）

で
あ
る
と
す
る
小
和
田
哲
男
氏
の
説
よ
り
も
問
題
の
深
層
を
解
明
す
る
に
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
。

註

（
犯
）
天
野
家
文
書
（
尊
経
閣
女
庫
）

こ
の
文
書
も
奥
野
高
広
氏
が
「
由
比
源
三
郎
と
北
条
氏
照
汽
府

中
市
史
史
料
集
五
）
で
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
。

（
羽
）
応
永
八
年
Ｃ
四
○
Ｃ
五
月
日
天
野
顕
忠
譲
状
（
天
野
家
文

書
）
及
び
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
一
一
）
十
一
一
月
十
一
一
一
日
、
天
野
家

氏
・
弘
真
譲
状
（
同
）

（
側
）
奥
野
高
広
氏
「
由
比
源
三
郎
と
北
条
氏
照
」

（
虹
）
三
浦
圭
一
氏
「
惣
村
の
起
源
と
そ
の
役
割
」
（
下
）
史
林
五
○
巻

第
三
号
六
一
頁

（
蛆
）
安
良
城
盛
昭
氏
「
太
閤
検
地
と
石
高
制
」
一
一
一
一
一
二
頁

（
蛆
）
足
利
持
氏
下
知
状
（
阿
伎
留
神
社
文
書
）

（
“
）
永
原
慶
一
一
氏
「
日
本
の
中
世
社
会
」
三
○
一
頁

（
妬
）
網
野
善
彦
氏
「
農
村
の
発
達
と
領
主
経
済
の
転
換
」
（
日
本
経
済

七
八
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史
大
系
２
中
世
所
収
）
一
○
七
頁

（
妬
）
小
和
田
哲
男
氏
「
戦
国
期
在
地
領
主
の
存
在
形
態
」
（
日
本
史
研

究
一
○
七
号
所
収
）
二
一
頁

六
、
む
す
ぴ
に

応
永
二
十
二
年
Ｃ
四
一
五
）
七
月
六
日
に
書
写
し
終
っ
た
岩
走
神
社
所

蔵
大
般
若
経
第
四
○
五
巻
の
奥
書
に
は
「
武
州
多
西
郡
横
山
船
木
田
新
庄
小

比
企
郷
」
と
記
入
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
応
永
三
十
四
年
Ｃ
四
二
七
）

三
月
晦
日
に
や
は
り
書
写
完
了
し
た
円
福
寺
所
蔵
大
般
若
経
残
冊
三
○
○
巻

の
奥
書
に
は
「
武
州
多
西
郡
横
山
庄
由
井
郷
大
幡
宝
生
寺
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。

前
者
は
横
山
庄
と
船
木
田
新
庄
が
一
体
化
し
た
よ
う
な
庄
園
名
に
な
り
、

後
者
は
船
木
田
庄
で
あ
る
ぺ
き
も
の
を
横
山
庄
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
間
違
い
が
京
都
な
ど
の
よ
う
な
遠
隔
地
に
お
い
て
な
さ
れ
る
な
ら
ば
と
も

か
く
、
現
地
に
あ
っ
て
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
、
庄
園
制
度
そ
の
も
の
が
あ
き

ら
か
に
形
骸
化
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

船
木
田
庄
の
初
見
史
料
は
仁
汗
畑
年
（
二
五
四
）
の
年
記
を
有
す
る
白

山
神
社
経
塚
出
土
文
書
如
法
経
奥
書
で
あ
り
、
横
山
圧
は
建
暦
三
年
（
一
一
一

（
⑮
）

一
三
）
五
月
の
吾
妻
鏡
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
横
山
庄
と
船
木
田
庄
と

は
ま
っ
た
く
別
個
の
独
立
し
た
庄
園
と
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

れ
を
現
地
に
お
い
て
間
違
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
し
て
も
考
え
ら
れ
な

こ
の
別
個
の
二
つ
の
庄
園
が
意
識
的
に
し
ろ
、
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
し

る
混
乱
し
て
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
単
に
文
章
上
の
問
題
で
は
な
く
、
圧

武
蔵
国
に
お
け
る
国
人
領
主
制
の
展
開
（
段
木
）

い
こ
と
で
あ
る
。

園
制
度
そ
の
も
の
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
在
地
の
動
向
に
そ
の
原
因
を
求
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

八
王
子
市
史
は
応
永
末
年
に
は
船
木
田
庄
の
名
称
を
記
載
す
る
史
料
が
な

（
伯
）

く
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
応
永
年
間
に
は
武
蔵
国
多
西
郡
に

お
い
て
、
体
制
と
し
て
の
庄
園
制
度
は
崩
壊
し
た
も
の
と
見
て
さ
し
つ
か
え

な
い
と
言
え
よ
う
。

畿
内
及
び
西
国
に
残
存
す
る
強
固
な
庄
園
制
度
と
き
わ
め
て
対
照
的
な
体

制
の
相
異
は
、
武
蔵
国
が
御
分
国
で
あ
り
、
守
護
請
で
あ
っ
た
と
共
に
、
国

人
層
が
階
級
的
矛
盾
を
内
蔵
し
、
変
質
し
つ
つ
あ
る
農
民
と
の
対
決
を
強
い

ら
れ
な
が
ら
、
か
れ
ら
を
直
接
掌
握
し
よ
う
と
す
る
指
向
を
と
っ
て
い
る
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
に
も
、
国
人
層
と
農
民
と
の
階
級
的
な
対
決
の
姿
を
さ
ら
に
究

明
す
る
こ
と
を
今
後
の
課
題
に
し
た
い
と
思
う
。

註

（
⑫
）
近
年
の
発
堀
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
八
王
子
市
山
木
白

山
神
社
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

（
州
）
和
田
・
横
山
氏
の
乱
に
お
い
て
、
横
山
庄
は
大
膳
大
夫
、
す
な
わ

ち
大
江
広
元
に
勲
功
の
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
（
建
暦
三
年

五
月
七
日
条
）
。

（
⑬
）
八
王
子
市
史
下
巻
三
五
六
頁

七

九

Hosei University Repository


